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　Abstract

A single female specimen (36.7 mm standard 

length) of Blenniella interrupta (Bleeker, 1857) 

(Blenniidae) was collected from Tanega-shima island 

in the Osumi Islands, Kagoshima, Japan. In Japanese 

waters, this species has previously been known only 

from a single female specimen from Yonaguni-jima 

island in the Yaeyama Islands. The present specimen 

represents both the second record from the Japanese 

waters and the northernmost record of the species.

　はじめに

イ ソ ギ ン ポ 科 Blenniidae ハ ナ カ エ ル ウ オ 属

Blenniella はインド・西太平洋の熱帯から亜熱帯

域 に 9 有 効 種 が 生 息 し（Springer and Williams 

1994；Allen and Erdmann, 2012），そのうち日本国

内からは 7 種が報告されている（藍澤・土居内，

2013）．

今回，鹿児島県種子島から採集されたハナカ

エルウオ属魚類標本の中にジュズダマギンポ

Blenniella interrupta (Bleeker, 1857) と同定される 1

個体（体長 36.7 mm）が確認された．ジュズダマ

ギンポは吉郷・吉野（2002）によって与那国島か

ら採集された 1 標本に基づき日本初および北限記

録として報告された．以降，国内からの報告はな

い．よって種子島産の標本はジュズダマギンポの

国内からの 2 番目の記録であると同時に本種の北

限記録である．そこで，本研究では 2 個体目とな

る日本産ジュズダマギンポの貴重な追加標本を記

載し，大隅諸島の特異な魚類相を示す生物地理学

上重要な記録であるためここに記載する．

　材料と方法

標本の作製，登録，撮影，および固定方法は

本 村（2009） に 準 拠 し た． 各 鰭 条 数 の 計 数 は

Springer and Williams (1994) に，体各部の計測は

Hubbs and Lagler (2004) に従った．また，頭部感

覚管の計数部位と名称は藍澤・土居内（2013）に

従った．標準体長は体長または SL と表記した．

本報告に用いた標本は鹿児島大学総合研究博物館

（KAUM）に登録・保管されている．

　結果と考察

Blenniella interrupta (Bleeker, 1857)

ジュズダマギンポ　(Fig. 1)

標本　KAUM–I. 5794，雌，体長 36.7 mm，鹿

児島県種子島西之表市国上喜志鹿崎（北緯 30 度

50 分 22 秒，東経 131 度 3 分 22 秒），水深 0.5 m，

目黒昌利，2014 年 8 月 11 日．

記載　背鰭 12 棘 19 軟条，臀鰭 2 棘 20 軟条，

胸鰭 14 軟条，腹鰭 1 棘 3 軟条，尾鰭分枝鰭条数 9．

イソギンポ科ジュズダマギンポ
Blenniella interruptaの種子島からの記録

田代郷国 1・木村祐貴 2・本村浩之 3

1 〒 890–0065　鹿児島市郡元 1–21–24　鹿児島大学大学院連合農学研究科
2 〒 739–8514　広島県東広島市鏡山 1–7–4　広島大学グローバルキャリアデザインセンター

3 〒 890–0065　鹿児島市郡元 1–21–30　鹿児島大学総合研究博物館

　 　
Tashiro, S., Y. Kimura and H. Motomura. 2016. Record of 

Blenniella interrupta (Blenniidae) from Tanega-shima 
island in the Osumi Islands, Kagoshima, Japan. Nature 
of Kagoshima 42: 305–309.

 ST: the United Graduate School of Agricultural Sciences, 
Kagoshima University, 1–21–24 Korimoto, Kagoshima 890–
0065, Japan (e-mail: k0587888@kadai.jp).



306

Nature of Kagoshima Vol. 42, Mar. 2016 RESEARCH ARTICLES

側線管の開孔数（左 3, 右 3），側頭管の開孔数（3，

3），鼻域管の開孔数（2, 2），眼上管の開孔数（2，

2）， 眼 隔 管 の 開 孔 数 6， 眼 下 管 の 開 孔 数（11, 

12），下顎管の開孔数（5, 5），前鰓蓋管の開孔数（7, 

8），上側頭管の開孔数 17．体各部の体長に対す

る百分率は以下のとおり：頭長 23.7，体高 16.4，

吻長 7.9，眼径 7.1，頭部眼後長 14.6，両眼間隔 2.0，

眼 下 幅 2.6， 上 顎 長 10.6， 尾 柄 長 9.0， 尾 柄 高

10.7，背鰭前長 22.5，臀鰭前長 50.2，胸鰭前長

24.4，背鰭基底長 75.0，最長背鰭棘長（第 5 棘）

10.0，最長背鰭軟条長（第 10 軟条）13.8，臀鰭基

底長 41.0，最長臀鰭軟条長 10.7，胸鰭長 19.6，腹

鰭長 12.8，尾鰭長 19.3．

体は伸長し，頭部と体側前部は円筒形，体側

後部ほど側扁する．吻の輪郭はほぼ垂直．眼は頭

部前端に突き出るように位置する．両唇の縁辺は

滑らかで，ひだ状の突起がない．上唇背縁は側方

を除き吻部と癒合する．鰓膜は峡部でつながる．

犬歯状の歯をもたない．眼上皮弁は細長い単一形

で，長さは瞳孔径とほぼ同長．前鼻孔の皮弁は眼

上皮弁よりも短く，2–3 分枝する．正中線皮弁と

項部皮弁を欠く．側線の開孔はまばらで後方ほど

間隔が広くなり，背鰭第 12 棘の直下で消失する．

背鰭最後棘は短く，背鰭棘部と軟条部の間の鰭膜

Fig. 1. Color photographs of fresh (A, B) and preserved (C) specimen of Blenniella interrupta. KAUM–I. 5794, female, 36.7 mm SL, 
Kishikazaki, Nishinoomote, Tanega-shima island, Japan.
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は切れ込む．背鰭最後軟条は鰭膜で尾柄部とつな

がる．臀鰭第 1 棘は著しく短い．臀鰭の最後軟条

は尾柄部と鰭膜でつながらない．胸鰭軟条は不分

枝で，下方軟条は肥厚する．

生鮮時の体色（Fig. 1A, B）　頭部と体側の地色

は灰褐色で，腹部を除き緑色がかる．眼上皮弁は

オレンジ色で，虹彩に同色の斑紋がはいる．眼上

後方に 1 赤色斑があり，頭部側上面に 2 本，鰓蓋

部にそれぞれ 1 本の赤色斜走線がはいる．体側に

は赤褐色の斑紋が 4–5 列の不規則な縦線をなし，

それらの斑紋は体側後方に向かうほど鮮明な濃褐

色になる．背鰭は緑色がかった淡い黄色で外縁付

近は黒ずみ，最縁辺は白色．背鰭棘条部の棘に沿っ

て 2–3 個の赤色斑があり，外縁に向かって円が広

がるように並ぶ．背鰭軟条部の軟条に沿って 3–4

個の濃褐色斑があり，基底部後方から前上方に向

かって円が広がるように並ぶ．臀鰭基底と縁辺付

近にそれぞれ 1 列の濃褐色縦帯がほぼ平行に走

り，後半部ではそれらの縦帯の中央に同色の 1 点

列が並ぶ．臀鰭は白色で 2 縦帯間の鰭膜は淡い黄

色 , 後半部ではそれらの縦帯の中央に同色の 1 点

列が並ぶ．尾鰭基底中央には 2 個の濃褐色斑点が

対をなし，尾鰭には 6 斑点横列がはいる．

固定後の体色（Fig. 1C）　頭部と躯幹部の地色

は乳白色で茶褐色の色素胞が全体に分布する．生

鮮時に赤色を呈する頭部，体側前方および背鰭棘

条部の斑紋は消失または不明瞭になり，生鮮時に

濃褐色を呈する斑紋は明瞭に残る．

分布　国内では与那国島（吉郷・吉野，2002）

と種子島（本報告）から記録されている．国外で

は台湾，フィリピン，パラオ，インドネシア，ソ

ロモン諸島，パプアニューギニアおよびバヌアツ

などの西太平洋に広く分布する（Shen et al., 1986; 

Springer and Williams, 1994; Allen and Erdmann, 

2012）．

生息環境　記載標本は潮当たりのよい岩礁性

海岸のタイドプールにて採集された（Fig. 2）．同

所は吉郷・吉野（2002）におけるジュズダマギン

ポの採集環境とよく一致する．種子島のジュズダ

マ ギ ン ポ は， ギ ン ユ ゴ イ Kuhlia mugil (Forster, 

1801)（KAUM–I. 5779，体長 18.9 mm），ヘビギン

ポ Enneapterygius etheostoma (Jordan and Snyder, 

1902)（KAUM–I. 5774，体長 26.9 mm），およびニ

セ カ エ ル ウ オ Istiblennius edentulus (Forster and 

Schneider, 1801)（KAUM–I. 5792，体長 31.9 mm，

KAUM–I. 5793，体長 32.8 mm）などと一緒に採

集された．

備考　記載標本は細長い単一形の眼上皮弁を

もつこと，上唇の下縁は滑らかでひだ状の突起を

もたないこと，体側に細い縦線をもたないこと，

正中線皮弁と項部皮弁をもたないこと，および躯

幹部と垂直鰭の赤～濃褐色斑紋の分布パターン

（Fig. 1A–C）などが，Springer and Williams (1994)

や Shen et al. (1986) が報告したジュズダマギンポ

Blenniella interrupta の雌の特徴とよく一致した．

吉郷・吉野（2002）が報告したジュズダマギンポ

とは頭長と尾鰭の黒色斑点列数を除きよく一致し

た．

Shen et al. (1986) は Blenniella interrupta の記載

において体長は頭長の 3.96–4.53（最頻値 4.29）

倍とした．吉郷・吉野（2002）は与那国島から得

られた 1 個体の頭長の体長比を 10.9% とした．

一方で，本記載標本の頭長の体長比 23.9%（体長

は頭長の 4.21 倍）であり，Shen et al. (1986) の値

とはよく一致するものの，吉郷・吉野（2002）の

値とは著しく異なる．したがって，吉郷・吉野

（2002）が示した頭長の値は誤りであると考えら

れる．

ジュズダマギンポの尾鰭の黒色斑点列におい

て吉郷・吉野（2002）は 7 列としたが，調査標本

Fig. 2. Kishikazaki, north end of Tanega-shima island where 
Blenniella interrupta was collected. Photo by M. Takayama.
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は 6 列であった．Springer and Williams (1994) は

Blenniella interrupta の尾鰭の横斑点列を最大７列

としているほか，本種のフィリピン産比較標本の

雌 3 個体においても，5–6 列と変異がみられた．

よって本研究ではこれらの差異を種内変異の範囲

と判断した．

吉郷・吉野（2002）は与那国島から得られた

雌 1 個体に基づき B. interrupta を日本初記録とし

て報告し，新標準和名ジュズダマギンポを与えた．

本種の雄の色彩がホホグロギンポ B. bilitonensis 

(Bleeker, 1858) の雄のそれと酷似することから，

吉郷・吉野（2002）はホホグロギンポと同定され

ているものの中にジュズダマギンポの雄が混ざっ

ている可能性を示唆した．さらに，吉郷・吉野

（2002）はジュズダマギンポの雌とアオテンギン

ポ B. caudolineata (Günther, 1877) の雌が酷似する

ものの，前者は正中線皮弁を欠く（後者は正中線

皮弁をもつ）ことで容易に識別可能であるとした．

しかし，以降の国内からのジュズダマギンポの記

録は雄雌ともに皆無である．したがって，本報告

はジュズダマギンポの日本周辺海域からの 2 番目

の記録であり，同時に約 700 km 分布の北限を更

新した．

近年，大隅諸島では屋久島，竹島，硫黄島，お

よび口永良部島において浅海域の大規模な魚類相

調査が行われているが（Motomura et al., 2010；本

村ほか，2013；木村ほか，2014），いずれの島か

らもジュズダマギンポの報告はなかった．このこ

とから本種の種子島における出現は黒潮による偶

発的な来遊の結果であり，同島周辺で再生産して

いる可能性は極めて低い．

比 較 標 本　 ジ ュ ズ ダ マ ギ ン ポ Blenniella 

interrupta：KAUM–I. 26979， 雌， 体 長 43.1 mm，

KAUM–I. 26980， 雌， 体 長 35.8 mm，KAUM–I. 

26981，雄，体長 39.0 mm，KAUM–I. 26983，雄，

体 長 28.6 mm，KAUM–I. 26987， 雌， 体 長 49.7 

mm，KAUM–I. 26989， 雄， 体 長 49.7 mm，

KAUM–I. 27001， 雄， 体 長 45.2 mm，KAUM–I. 

27003，雄，体長 35.6 mm，KAUM–I. 27005，雄，

体 長 44.8 mm，KAUM–I. 27011， 雄， 体 長 46.4 

mm，KAUM–I. 27055，雄，体長 34.1 mm，フィ

リピン，カミギン島，1964 年 11 月 19 日．
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